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とマイム (mime) に至るまで多様な概念を保っている O しかし疎外されてきた階層によって伝
承され、伝えられてきたこの演戯の形態がその都度記録されず、若干の関心のある士大夫によ
って詩として表現されていたが、これがいわゆる演戯詩というものである O
演戯詩の源流は中 I~で探ることができる O 演戯に関する詩は以前から楽府というジャンルを
設定して当時流行っていた楽舞を歌で表現しているが、楽舞詩という名称、がすなわちそのよう










おける演戯をいう O また李稿の r，tm6i難行Jと rl台雑劇jを見ると、駆{難儀式と共に終わりに
行われた雑戯を詩として描いたものである O 特には16機行」は中国の楽Jf行本の一種として楽曲
とは異なり、歌詞を変えて歌う古詩をいう O それで音楽から外れてただ詩としてのみ存在する


























































































































































一方、{高麗史J1"楽志jによると、従来の高句麗楽の中で「来遠城j ・ 「延i場J. I"?冥ナI'J
など三種があったといわれ、日有害J1"楽志jには「芝棲歌j ・ 「歌芝楼舞jがあげられている
が、その演出方法は知るすべがない。また、百済には楽として「禅雲L]j . 1"無等11J . 1"井












り少ないo r三国遺事j 新羅儒理王9年 (32) 僚によると、嘉俳の名 Í~í'j を迎えて歌舞百戯をまんべ




























































































































































































レギ(弔い祭り) である O 氏はそこで、祭儀
の過程を降初1. 娯ネ111 • 送キIjl と区分して日本
の祭儀における伺殺の姿素を指摘している。
第3部川上隆志「渡来文化と謎の民jでは、
秦氏・大久保長安のjp;郷を求めて、とし aう
サブタイトルの下で、秦氏・大久保長安の
来歴を探り、渡来系の民であることの根拠
をIYjらかにした。
本書は3入が韓国の儀礼に参加し、それぞ
れ自身の[1良を通して見た実感と、長年の調
査・研究・活動の蓄積を踏まえ、 El本の文
化の渡来ルートを朝鮮半島に探った一番で
あ る金泰)lft)
(現代書館 A5*U230頁 2010年創刊:1])
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